
 

 

 

 

日本栄養治療学会教育認定施設 

札幌医科大学附属病院 NST 実地修練プログラム 2025 

 

１．NST実地修練プログラム 

札幌医科大学附属病院は、日本栄養治療学会/JSPEN からの NST 教育施設として認定（施設番号：

10101201）されており、院内外を問わず、NST実地修練を希望する方に対して教育プログラムを提供

しております。 

  このプログラムは、栄養サポートチーム専門療法士認定規則に基づき、「臨床栄養法のために必要

とされる患者との人間関係の確立を基盤とし、栄養学的専門知識を実際の臨床において発揮させる

ための技能を修得させること」を目的とします。 

 

２．修了認定 

  本プログラムは、日本栄養治療学会認定資格、栄養サポートチーム専門療法士認定規則に則って、

40 時間のカリキュラムとなっています。 

  本プログラムを受講し、修了要件を満たした者に対して、札幌医科大学附属病院 NST 実地修練修

了者として認定し、必要書類を学会へ提出後、研修の修了証を授与します。 

 

３．内容 

日本栄養治療学会認定教育施設修練カリキュラムに準じた内容で実施 

・講義（栄養スクリーニング、経腸栄養管理 など） 

・NSTカンファレンス・回診       

※実習内容は、変更になる可能性があります。 

 

４．実習期間と募集定員 

(1) 期 間 2025年 6 月～7 月 

       ・講義：6月 2日（月）、6月 3日（火） 

       ・実習：6月 10 日～7月 31日の毎週火・木曜日のうち、各受講者 3日間 

           ※申込の際にご都合のよい日程を伺い、日程調整します。 

(2) 募集定員 若干名 

2025 年度 NST 専門療法士認定実地修練受け入れのご案内 



 

５． 対象者 

    NST 専門療法士を目指す看護師、薬剤師、管理栄養士、臨床検査技師、言語聴覚士、理学療法士、

作業療法士、歯科衛生士、診療放射線技師  

※応募者多数の場合は、以下の条件を有する人を優先します。 

(1) 当該国家資格により 3 年以上医療・福祉施設に勤務し、栄養サポートに従事した経験を有 

すること。 

(2) NST 専門療法士の受験資格のうち、NST実地修練以外の条件（以下に示す）をすべて終了 

または終了見込みであること。 

① 日本栄養治療学会学術集会に 1回以上参加 

② 日本栄養治療学会主催の専門療法士受験必須セミナーに 1回以上参加 

③ 日本栄養治療学会が認める栄養に関する全国学会、地方会、研究会に参加 

①～③の参加単位数の合計が 30 単位以上あること。 

 

６．費用 

   27,500 円 (5 日間) 

  ※支払い方法については実習終了後に連絡予定です。 

 

７． 申込方法および応募期間 

下記 URL、または QRコードより申請フォームへアクセスいただき、必要事項をご入力ください。 

※応募者多数の場合は、ご希望に添えない可能性があります。 

 受講の可否、参加日程については、4 月下旬を目途にご連絡させていただきます。 

  ※実地修練に関わる交通費、宿泊費等は自己負担となりますので、ご了承ください。 

  

 

  URL：https://shinsei.sapmed.ac.jp/LMxIgZRx   QRコード： 

 応募期間：3月 24日（月）～4月 6日（日）          

 

８． その他 

（1）持参する物：ユニフォームまたは白衣、院内履き、筆記用具、印鑑、ネームプレート 

       ゴーグルまたはフェイスシールド など 

         ※実習の一環として、実習日には病院給食を提供いたします。必要に応じて、 

 各自昼食をご用意ください。院内のコンビニ、食堂は利用可能です。 

（2）集合場所・時間 

     講義日：6月 2日（月）正面玄関入口 8：45 

       6月 3日（火）西棟 10 階共用会議室 9：00  ※初日に場所をご案内いたします。 

 実習日：地下 1階研修室 8：45 

 

【応募先及び問い合わせ先】 

 

 

 

 〒060-8543 札幌市中央区南１条西 16丁目 

  札幌医科大学附属病院 栄養管理センター NST実地修練担当：竹内 

     T E L：（011）611-2111 内線 31560 または (011)688-9489 

      E-mail：takeuchi03@sapmed.ac.jp 

 

From: 仲 詩織 [mailto:siori.satou@sapmed.ac.jp 

From: 仲 詩織 [mailto:siori.satou@sapmed.ac.jp.ac.jp 


